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写真 7-1 北端梢波装低

（約 4m水が入った状態）

状等の beach 形式の物のほか，空気式 (pneumatic

curtain)，溢流式 (overflow)，カーテン式 (plasticcur-

tain) 等があるが， 叶画の段階でそれぞれの得失の検

討と若干の模型試験が実施された。この結呆，消波装

骰の効果としては， 10度以下のゆるい傾斜角をもち，

水面附近を粗面にした beach型のものが本水槽に適し
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ていることがわかった。しかし，平水中の船型試験で

模型船のつくる短い波と，造波機による長くてかつ波

高の翡い波が，それぞれ効果的に消えるために後に述

べるような若干の工夫を加えた。水槽北端のトリミン

グタンク側には，図 3-1および写真 7-1に示すような

上下 2層の beach型の消波装置を設けた。水槽南端の

造波板の後）jには，造波板によって攪乱された水の動

きを吸収するための砕波ブロックと，平水中の試験で

造波板を沈めた場合に使用する短い beachを設けた。

またこの beach には，水面掃除用の排水溝が設けて

ある。水槽の側壁東西各 296m間には，油庄可動式の

beach型の側面消波装樅が設備されているが，その概

要を図 7-1に示す。

このほかに，水槽内の長波および残流減衰を促進す

るに必要な plasticcurtainやトリミソグタンクの入口

に必要となる浮沈式の消波装附等，水槽完成後の増設

工事が可能なものは，さし当り本工事から除外されて

いる。この鈷呆，現在のところ造波機の波に対しては

トリミングタンク附近の反射波が多く消波効果に若干

の間題があるが，まもなく可動式の消波装罹をトリミ

ソグタソクおよび模型船貯蔵タンクの入口に設四する

予定である。

•— -5.aZ -

声 1カ此、訊 C

「

A 沢棟 B 仄棟 C久用

図 7-1 側面消波装骰
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7-2 側面消波装置

7-2-1 概 要

側面消波装置は，平水中の試験では，消波板を適当

な位置に下げて，模型船等による波を消すことがで

きるもので，また一方波浪中の試験では，逆に消波板

をできる限り高い位償に上げて，造波装置でおこした

波を乱さないことができるものでなければならない。

設計に関して，特に次の事項が検討された。

(1) 消波板の昇降には人手を要しないこと。

(2) 水槽本体側壁には，大きな水平力を加えないこ

と。
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(3) この装罹の性質上，精度の闘い保守を常に行な

うことが雅しいので，耐久性と動作の確実性を屯

視すること。

このほか，水槽側壁の頂部は，レールおよび曳引車と

の関係で，消波装置を設償できる空間は極めて限られ

ており，このことが設計の大きな制約となった（図

4-1参照）。

この結果，図 7-1に示すように消波板は，鋼材およ

び塩化ビニールによる買の子状の beachとし，油庄で

駆動されるものとした。油IT:シリンダは，水槽中央部

に配置し，同一機械台の上に 2台を，相互に逆向に販

付け，消波板を引き上げるための水平力を相殺するよ

うにした。また長い水槽の各部の消波板の動きを等し

くするため，動力の伝達には，テンションロッドを用

いているが，この伝逹方式は，防衛庁目黒水槽で考案さ

れた方法によっている。操作は，水槽中央部，トリミン／

グタンク横のほか，曳引車上でも行なうことができる。

7-2-2 油圧駆動装置および操作

油庄駆動装置は，水槽のほぼ中央の東西各側に 1台

づつ設備されている。ポンプユニットの主な仕様は，

吐出凪 15 l /min (115 kg/cm2, 1000 rpmの

場合）

ボ‘／プ調庄 185 kg/cm2 

油槽 150l 

で，日本工ヤブレーキ株式会社製である。本装骰の油 写真 7-2 側面消波装罹用（油圧駆動装置）

圧系統図と写真を図 7-2および写貞 7-2に示す。油圧 車迎転台からは，両側同時の昇降を行なうことができ

シリンダは， 最高使用庄力引側 180kg/cm2, 押側 70 る。泊波板の昇降スバンは，最大 0.6mであるが，ス

kg/c面のものであるが， 調査したところによると， トッバを設定することにより任怠の高さを下限とする

シリンダ 1台当りに加わる最大負荷は，約 5トンと推 こともできる。

定される。 7-2-3 動力伝達装置

消波板の昇降の操作は，ポンプユニット付属の操作 消波板は，水槽の中央に設間した油庄シリンダから

盤トリミングタンク横の北側動力盤の操作によって， 南端または北端の消波板まで，各 144mの間に配置さ

東西各側および両側同時の昇降，停止が可能で，曳引 れているが，その全体にわたって，消波板は，均ーに

記号説明

B 油圧ボンプ N 圧カスイッチ

C フトレーナ・- P,U,V坪度調圧弁

E,F調圧弁 SV ソレノイドバルブ

G 安全弁 S,T, I インライソチェックバルプ

H 背圧用リリーフバルブ R,Q 手動切換弁

J 絞り弁

図 7-2 側面消波装附（駆動用油圧系統図）

(177) 
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昇降しなければならない。また，数の多い消波板およ 10昴
び伝逹装置のいずれかに，調整の不良等のため無理が

生じて，仝体に影密することも避ける必嬰がある。こ

れらのことから図 7-1に示すよう，油rEシリンダに直

結した，直径が 60mmの丸棒（テンショソロッド）を

ガイドローラーの上に支えて，この動きを直径 3mm

のワイヤロープに伝え，泊波板を昇降させた。

なお動力伝達装骰の基礎は，水槽本体に取付けられ

ている。レール基礎取付け用のチャンネルにアンカー

したものであるが，これ等を写真にして写真 7-3に示

した。

7-2-4 消波板

先に説明したように，消波板は，鋼材の骨組の上に

塩化ビニールの厚板（積水化学製，エスロソフ゜レート

C-1281)を角材に加工して箇の子状に張ったもので，

写真 7-3 側面消波装骰埜礎

（消波板取付アームの陥礎（中央）を示す。

前後は，レールチェアー）

写真 7-4 側面消波装置用

消波板（上にあげた状態を示す）
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図 7-3 beach型消波板の性能の研究例

その写真を写真 7-4に示す。

消波板 1枚の長さは 4m，重最約 150kg, 消波板の

傾斜角は 1/8（約 7゚ ）である。

7-3 水槽北端および南端消波装置

造波機で発生した波が消えるまでの過程について考

えると，波は，消波 beachに近づき，水深が浅くなる

に従って波長が短くなり，波高および Steepnessが増

大し，限界 Steepnessに達して波頭が崩れ，波高を減

じながら beachを這い上り，押し上げ流れとなって消

滅する。消波装罹の性能としては，この間に生じる反

射波の波高をできる限り小さくする必要があるが，こ

のような beach上の波の運動を解析して，消波装置の

設計に直接役立つような理論は完成されていない。し

(178) 
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図 7-4 北端消波装四

かし，これまでの研究によると， beachの傾斜角は，

10度以下にする必要があり，可能なら 5度以下とした

方がよいといわれている。これまでの研究の一例とし

て HealylS) および Mahel9) による実験の結果を図

7-3に示した。 beachの先端の深度としては， 1/2波

長程度が必要とされている。 beachの表面の粗度は，

傾斜角がゆるい場合は，摩擦の多い粗面にした方が消

波効果がよい。また beachの面における上下方向の流

通性を流通度と呼ぶことにすると，比較的浅いところ

では，ある程度の流通度があった方がよいようである。

P.A. Hamill17) の研究によると，適当に設計された

beachでは beach面の下側に追い込まれた波が beach

の下側から上に吹き上げてくる影聾は顕著で，著者等

の消波板模型による観測もこのことを示していた。こ

の場合の beach面の厚みは，ほとんど影欝がない。ま

た beach後端の静水面からの高さは，斜面がゆるけれ

ば，波高程度あればよいことが知られている。

このような結果を参照し，模型試験を加えて図 7-4

および図 7-5図に示したような消波装償を水槽の北端

および南端に設けた。

北端の消波装置は，上下2層になっている。下の層

の beachは，長さ 41.2mで 1/6（約 9.5度）の傾斜

一

漬

汲

饂

消浚装置平面詳細図

トロ式;紐;°”す／
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消波装〗

図 7-5 南端消波装置
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写真 7-5 出端泊波装ii;［および造波板

（バーム製ブラシおよび水が無い状態を示す）

をもち，波長の恥い波の Steepnessを増大させて，崩

れやすい状態を作ることをll的とし，上の層は，長さ

9.5mで，傾斜は先端て約 23度，水面附近で約 5度

の曲面をなし，短い波および長い波で Steepnessが高

くなったものを消すことを日的としている。構造は，

下の層は，鉄筋コンクリートまたは鉄骨構造の上に松

材をつきつけ張りしたもので，上の層は，鉄骨構造の

上に 50x50mmの松の角材を 40mm 間隊に弧り，

さらに水面附近には，直径 100mmの鉄心バーム製フミ

ラシを敷きつめたものである。

1灯端の消波装骰は，先に鼻明したように，造波板用

某礎台の上につくられ， beachおよび砕波ブロックで

構成されており，造波板との関係を‘1j]＇i.7-5に示す。

beachは，北端消波装閥の beachと同様の溝造て水面

附近には，バーム製プラ、ンが敷かれている。

8. 造波装置

8-1 基本計画

8-1-1 造波方式

船型試験水槽用の造波装骰は，この装置によって水槽

内に造られた波を利用して種々の実験を行なうことを

主目的とし，いわゆる深海波用造波装附であるのが通

常である。

造波装置を，ただ単に水面に周期的な攪乱を与えら

るものと解釈すれば，人工波を発生させる造波方式に

は，いろいろなものが考えられる。しかしながら，船

型試験水槽用造波装附として協足すべき講条件を検討

(180) 

してみると自ら二，：：：：：：の方式に絞られてくる。すなわち

(1) 深海波の水粒子の運動に対する造波機の連動の

合致性

(2) 造波装置の規模

(3) 造波装岡設四場所の立地条件

(4) 発生した波が安定で正弦波と見倣しうること

(5) 造波特性がなるべく簡爪明諒であること。すな

わち発生したい波と造波機の連動との対応が容易

に推定できること

(6) 建設費

(7) 維持費

(8) 慣性の大小

(9) 従来の実績

00) 建造技術上の制約

等を考慮すれば，フ゜ランジャー型，フラップ型，ニュ

ーマティック型の 3袖に限られてしまう。プランジャ

一府りは，場所をとらない，所要馬力が少ない，波長に

応じて没水深度を変えることができるなどの利点があ

る。しかし一方，その機溝上，水槽本体建設時に，プ

ラジャーのガイド部分を十分堅牢かつ精密に装備して

おかなければならないこと，水槽幅の広い場合，深さ

の小さなプランジャ一本体を一様に上下させることが

技術的にかなり雅しいことなどのエ作上の間題の他，

静水中の議実験の際に船等によって造られる波の消波

装附，あるいは水面掃除を行なう際の不便さなどに間

題がある。また本邦ではこの形式の造波装置に見るべ

き実績がなく，じ要部品を輸入品で賄わねばならない

ことなどを考えて，この形式は一応見合せることとし

た。

ニューマティーク型は種々の利I!、しはあっても，現状

では造波機構の理論的な解明にも間頌があり，実績も

少ないことから，この形式も採用しないことにした。

フラッフ゜型は，板の両面から波を発生し， このため

後）jに砕消波用の区域を設ける必要があり，プランジ

ャ型に比して倍の馬力を必要とする等の雅点もある

が，珂論的根拠が明確であること，幅の広い水槽でも

造波板を全幅にわたって一様に運動させるのが容易で

あること，実績の多い点等を考慮して，フラップ型の

採用に踏切った。

8-1-2 駆動方式

駆動方式は，発生波の周期および波闘変換機構と密

接な閃係があり，造波機の使用主目的や精度，最大容

鼠について十分の考慮が必要である。フラップ型を採

用した場合，考えられる駆動方式は，電動式および電



気油圧式の方式であろうが，不規則波発生の場合も考

えて，電気油圧式を採用した。

8-1-3 所要馬力

実験に必要と思われる波長および波高の範囲を次の

ように定めた。

波長().) : 0.5~18.0m 

ぇ
波高 (Hw):~m: 入~6.0m

10 

0.6m:).>6.0m 

このような波を造るに必要な駆動装置の主電動機出

力は，図 8-1に示すように，造波板を動かすに嬰する

力と板の速度との閃係式を導き，この計算値を用いて

油圧装償および駆動霊動機の容塁を算定し，これに若

千の余裕をもたせて llOkwと決定された。

8-1-4 機構

造波機の基本的な操作は，発生した波を監視検討し

つつ行なえることを条件に，各機器の配置および動力

伝達機構を決定した。すなわち，騒音源となる油圧機

器はすべて，水槽室南端部下方に設けられた造波装置

機械室内に配置し，これらに関連した受電・電源設備

も同室内に置いた。一方，造液運転，造波停止，波長

波翡の設定変更，機器の運転状況監視等の制御操作は，

水槽室南端西側に造られた造波装置操作室で行い，造

波運転停止については，切換スイッチにより，操作室

10.0 
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図 8-1

造淡板上下ピ湘登離： 2.80m

追液板没水双虔 ；2.00m 
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図 8-2 造波装侃一般配置図

あるいは曳引車上のいずれかで操作することができ

る。また，水槽室南端部は，造波装置連結相の格納場

所であるほか，将来，高速専用台車等の格納場所に予

定されていることも考えて，南端天端上にある部材は

極力その高さを押えて設計した。

動力伝達機構は，これらの諸条件や入手し得る油庄

シリンダの最大ストロークを考慮して決定した。機械

室内の油圧シリソダは，操作室内の制御装置の命令信

号により，所定の周期，ストロークで運動する。この

油圧シリソダの直線運動は，駆動レバーを介して，水

槽室の連結拝の水平運動として拡大伝逹され，更に，

連結枠は造波板頂部の軸受で造波板と結合されてい

て，その運動を造波板下端を固定軸とする迭波板の回

転運動に変換して，波の発生が逹せられる。

造波装置一般配置の概略を図 8-2に示す。

8-2 各装置の概要

8-2-1 基礎

本装置の基礎はすべて水槽本体建設工事に合んで行

われ，油圧シリソダ基礎，造波板下端回転軸受基礎が

主たるものである。士質の軟弱なため，斜杭の使用等，

油庄シリ‘／ダ因りの基礎には十分の考慮が払われてい

る。

8-2-2 造波板

造波板は，水槽術端壁より 6.750mの位置に，水槽

天端より下方約 3mの造波機棚に取付けられている。

造波板下部回転軸中心は，天端下方 2.500m,上部回

転軸中心は天端上方0.300mの高さにあり，軸間距離

は 2.800m, 標準水位時で没水深度 2.000m（下部回

転軸中心まで）となっている。造波板本体の外観寸法

は，長さ 17.99m,幅 0.26m, 深さ 2.32mであり， 3

個の鋼製ボ‘／ツーソを接合したものである。造波板は

下部の気密密閉部分と上部の導水可能部分とからなり

(181) 
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造波板水没格納時に上部プロックに封水して水没を行

なう。板前面の平滑度は士2mmである。

8-2-3 連結禅，駆動レバーその他

連結祥は，油庄シリンダの運動を駆動レバーを介し

て造波板に伝えるものであるが，その水槽室南端天端

上への移送格納する際のグリアランス等のため，強度

上許しうる限りその高さを押えた。このような条件あ

るいはエ作精度上の観点から， I形横桁と鉄製パイプ

を主部材とする構造を採用した。強度計算上では，連

結樺の最大撓みは，最大荷重に対して下方向6mm程度

である。連結拝の長さは南北の回転軸間距離で 8.600

mである。造波板との結合は， I形横桁に取付けられ

た 9個の回転軸を，造波板上部軸受に嵌合して行うが，

この操作は，補助台車に取付けられた連結棒吊上機を

利用して行なわれる。また駆動レバーとの結合は，直

径 95mmの軸の嵌合によって行なう。

駆動レバーは，油圧シリンダの直線運動を連結拝に

回転運動として拡大伝達するものである。上下軸間の

距離は 2.800m,その中点に油庄シリンダとの結合部

があり，シリンダの動きは 2倍に拡大されて連結拝に

伝達される。

8-2-4 油圧装置

油圧機械のうち主なるものは，主油ポ‘ノフ゜，補助油

ボンプ， 10μ フィルタ，アキュムレータ，電気油庄サ

ーボ弁，油圧シリソダ，各種弁類，圧力計，温度計，

油冷却器，冷却水ポ‘ノフ゜等である。油圧装置の配管お

よび制御系統の概略を図 8-3に示す。

8-2-4-1 主油ポンプ

主油ポソプは，にフレキシプルカップリ‘ノグを介し

てその駆動軸が主電動機直結された片偏心可変容量型

ボンプで，装置の動力源である。電動機の回転運動は

コソロッドの付いた駆動軸によりシリ‘ノダに同期的に

伝達されるが，シリソダが駆動軸と同一平面上にある
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図 8-3 造波装置配管制御系統

場合には，駆動軸の回転はビストンのストロークとな

って現われることはなく，したがって油は移送されな

い。シリンダが駆動軸の面に対して傾斜した場合に初

めて，駆動軸の回転がピストンの運動となって現われ

る機構になっている。流鼠はボ‘／プの傾き，すなわち

シリンダケーシ‘ノグの傾きによって定まり，最大傾転

角は 25゚ で，この時流鼠は最大となる。ポソプに付属

したレギュレータは，ボンプ吐出圧力に応じてポンプ

の傾転角を変えて吐出油量を調整制御し，その動力油

は補助油ボ‘ノプにより供給される。

型 式川崎プルーニングハウス，可変容

鼠アキシャルポンプ BV-740型

レギュレータ付，タンク内油浸式

最大吐出油盤 457 l/min 

最高吐出圧力 350 kg/cm2 

常用最高圧力 170 kg/cm2 

定格回転数 970r.p.m. 

電動機出力 llOkw

8-2-4-2 補助油ポンプ

補助油ポンプは，レギュレータによって主油ポンプ

の傾転角を制御する制御油を供給するためのボンプで

ある。

型 式川崎イモポンプ

吐出量 30//min 

最高吐出圧力 15 kg/cm2 

定格回転数 1450r.p.m. 

所 要 馬 力 l.8PS

8-2-4-3 油タンク

油タンクは，文字通り油圧系の中での油のリザーバ

であり，その容鼠は 2,000!である。夕‘ノク内の油中

には，主油ポンプが取付けられているほか，油温計測

用の電気抵抗式温度計，油面計，油最の異常低下を監

視警報するフロート・スイッチ，戻り油フィルタ，油

補給口，圧力計板，工ヤー・ベソト等を設備する。

8-2-4-4 10μ フィルタ

造波装置の中枢である電気油庄サーボ弁は制御精度

上極めて微妙な構造を有し，その動作油は，純度の高

い一定粘度のものでなければない。フィルタは動作油

に混入してくる種々の微粒限埃を除去し，サーボ弁の

動作を安定させるために必要なものである。

型 式 焼結金属オイルフィルタ OLWG-

1200型

210 kg/cm2 

7,740cm2 

常用庄力

炉過面積
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炉過精度 10μ 

流 量 270!/min 

圧力降下 3 kg/cm2 

常用温度 25℃ 

被炉過体 ダフニ・ハイドロリックフルイド

No. 52 

8-2-4-5 アキュムレータ

プリーツ・プラダ型アキュムレータは，ボ‘ノプが供

給する圧力油を一時蓄え，油圧系が必要とする時は，

アキュムレータ内に貯蔵していて圧力油を何時でも瞬

間的かつ自動的に補給して油圧を常に一定限界内に保

ち，また，サーボ弁の動作による急激な負荷変動に対

して，油圧系に発生する水撃を吸収緩和するためのも

のである。

プラダ型アキュムレータは，油溜部とその内部に装

備した気体溜部とからなる。

型 式 プリーツ・プラダ型アキュムレ

ータ K21-55-V刑

最高使用圧力 210 kg/cm2 

常用圧力範囲 170 ~ 140 kg/cm2 

気体袋封入圧 110 kg/cm2, N2ガス

容鼠 55l

個数 3台

8-2-4-6 電気油圧サーポ弁

サーボ弁は，低周波発信器等の電気制御系より送ら

れてくる入力信号を，油圧信号に変換し，油圧シリソ

ダを制御するためのもので，油圧装置の中枢である。

電気部，カップリング部，油圧部の 3部により構成さ

れ，電気部には筒状の永久磁石の中にその上下部を板

バネで支えられたムービングコイルがある。カップリ

ソグ部には電気部と油庄部を接合するパイロットリソ

グがあり，これはムービングコイルと同様に板バネで

支えられ，同時に油庄部スプールの先端に適当な隙間

を設けて嵌込まれていて，ここでスプール操作力の発

生とバイロットリングによるスプールの追従が行なわ

れる。油庄部は通常の 4方弁で，スプール軸方向のブ

ッシュとのラップおよび半径方向の公差はきわめて閥

精度に作られている。

型式 SM704型

電気部 永久磁石ステータ，ムービ‘ノグコ

油斤初段増
幅部
油庄出庄段
増幅部

イル式

リングスライダー式

零ラップ・スプール，スリーブ，

4方向流量制御弁
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要目

定格電流 土lOOmA

コイル抵抗 46.87 Q 

定格電磁力 200g 

定格流鼠 265 l/min (70 kg/cm2圧力降下時）

定格スプー
ルリフト

土1.0mm

定格圧力 170 kg/cm2 
定格最大出
ヵ 60PS 

使用油許容
温度範囲

20~40°C 

保設フィル
ター精度

10μ 以下

8-2-4-7 油圧シリンダ

サーボ弁で制仰された圧油によりピストンを作動せ

しめ，駆動レバー，連結拝を通じて造波板を駆動する。

準備中あるいは故障の際に，ビストンがシリンダ端に

当った時の衝兼を緩和するため，シリ‘ノダ両端にはク

ッションが付けられている。

型 式 両端ロッド複動シリンダ式ト

ラニオンクッション付

シリンダ内径 150mm 

ストローク 500mm 

ビストンロッド径 90mm 

最大使用圧力 210 kg/cm2 

常用圧力 170~ 140 kg/cm2 

有効受圧面積 113.5cm2 

理論出力 2385 kg 

ビストン移動サイクルおよびストローグ

1. 3 c/s 土 65mm

0.6 c/s 士150mm

0.3c/s 土220mm

8-2-4-8 各種弁類

油圧系の使用圧力を調整する，高圧油用 11hBリリ

ーフ弁（バランスビストン型内部ドレン式），制御油圧

lB リリーフ弁（バラソスビストン型内部ドレン式，

通常 15kg/c面に設定）および電磁弁（2-ウェイ， 2-

ポジショ‘ノ，ノーマルクローズド弁），ニードル弁（ス

ローリターソバルブ）の他，運転停止時の油の逆流防

止のためのチェック弁，その他リミットスイッチ付の

各種油庄ストップ弁などがある。

8-2-4-9 圧力計

油圧が過上昇 (200kg/cm2以上）した時，あるいは

過低下 (100kg/cmりの場合に主油ボンプを自動的に

停止させるため，電気式庄力指示調節計が用いられて

いる。指示調節部は操作室内に，発信機は油タンクゲ
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ージボードにあって，ブルドソ管型庄力計およびトラ

ンジスタ式発振型，凋節計からなる。このほか，サーボ

弁サブプレートにサーボ弁性能テスト用の高圧油圧力

叶が，ゲージボードには，主油ボンプ吐出高圧油用の

高圧油圧力計，補助油ポンプ吐出制御油用の制御油圧

力計がある。

8-2-4-10 温度 計

油温の過上昇 (40℃以上）にて主油ボソプ停止，ぁ

るいは油温の上昇低下に伴って冷却水ボソプの起動停

止を自動的に行なうため，白金測温抵抗体およびトラ

ンジスタ式発信型調節計からなる，電気式温度指示調

節計がある。指示調節部は操作室に，感温部は油タン

ク内に設置されている。

8-2-4-11 油冷却器

型 式 シェルアソドチュープ式

冷却熱批 43,000 Kcal/hr 

冷却面積 4. 7 rn2 

油流鼠 260 l/rnin 

冷却水鼠 15 rn3/hr（水槽水を使用）

8-2-4-12 冷却水ポンプ

冷却水ボンプは，油冷却器の冷却水を供給するのみ

ならず，造波板の水没浮上時の給排水ポソプとしても

使用する。給排水等の切換えは，弁操作によって行な

う。

型 式 片吸込汎用渦巻ポンプ

吐出鼠 15 m8/hr 

総楊程 2 kg/cm2 

回転数 1,450 r.p.m. 

モータ出力 2.2kw 

8-2-5 電気装置

造波板駆動装置として，主電動機盤，補機盤の各電

源設備を機械室に設け，操作室には各機器駆動の操作

盤，調整盤を配岡する。電力は機械室内の電源盤より

受け，操作盤より，油圧ポソフ゜，冷却水ポ‘／プ等の起

動運転および停止が行なえる。また，機械室に設けら

れた現場操作箱により，冷却水ボンプ，補助油ボンプ

の運転停止が現場でも行えるようになっている。

造波板の運転停止は操作室より行なうが，水槽内の

トロリーを利用して，曳引車上でその起動停止を行な

うこともできる。プロック図を図 8-4に示す。

8-2-5-1 主電動機，主電動機盤および補機盤

主電動機は，出力 llOkW防滴保護型誘導電動機で，

主油ボンプの駆動機である。主電動機盤は 3300Vの

翡電庄が供給され，電力 I:::ェーズの投入により主慮動
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図 8-4 電気ブロック図

機電源を確立する。盤面扉内部に補助扉があって，扉

に連動するリミットスイッチにより，補助扉が開いて

いる状態では油圧ポンプが運転できない構造になって

いる。

補機盤は，補助油ボンプ，冷却水ボ‘ノフ゜等の駆動機

およびそのほか電気機器の電源を確立するためのもの

で， 220V-3</>および llOV-1</>.の電源を受けている。

8-2-5-2 緩起動装置

緩起動装置は，造波直後に発生する長波長の有害波

を取除くためのもので，造波板の振幅を零位置から徐

々に増加して規定振幅に達する装置である。規定振幅

設定までの時間はダイヤルにより 5秒～30秒まで任意

に選定することができる。

3-2-5-3 低周波発信器

低周波発信器は，規則波発生時において，サーボ弁

の入力信号となるもので， トランジスタ式正弦波発信

器である。

発信周波数

周波数精度

0.2~2.0c/s 

0.2~2.0c/s において

土（周波数目盛の1.5%+0.05

c/s)以下

周波数安定度 電源電圧士10%変動に対し

士1％以内

最大出力電圧 15V P-P以上 600Q

出力電庄安定度 電源電庄士10%変動に対し

土0.2dB以内



信号出力 平衡または不平衡

出カイソピーダンス 109以下

正弦波歪率 0.2~2.0c/sにおいて＋0.8

％以下

波長入 (rn)と周波数の関係式

f ：：：：： 1.25/ ✓］ 

を用いて，ダイヤルにより， 1~18rnの任怠の波長を

設定できる。

8-2-5-4 制御増幅器

制御壻幅器は，制御系のループゲインおよびリミッ

ターを最適値に設定するとともに，命令似号の振幅，

すなわち波高の設定を行なう。波高の設定は，制御増

幅器の “INPUTATTENUATOR"の10回転ヘリカ

ルボテンショメータを回して，造波板駆動ストローク

を設定することにより行なわれる。波高 Hw(m)ラッ

クのストロークを Sp(m) とすればラックと連結梓と

の関係から次式が成立つ。

Hw Sp=-——-~0.144 
H 2C(K) 2P’ -H 

ただし H =2.lrn 

H'=2.8 rn 

pt =2.8/1.05 

C(K)＝嘉(1-e-kH)-1

K=2冗／i

INPUT ATT. の目盛が 1.0の時 Sp は最大値

144mm を採るから，ある波高に対して設定すべき

ATT.の目盛 Xは，上式から求まる Spを用いて

X＝昌
とすればよい。

8-2-5-5 データレコーダ

データレコーダは，入力信号として不規則波伯号を

必要とする時，あるいは磁気テープに記録された規則

波信号を利用する場合に用いる，全トランジスタ式可

搬型データレコーダである。データレコーダは，テー

プ駆動機構部 MA-33,パルス幅変調方式変復調部

PWA-23からなり， アクセサリーとしてリモコン装

置が付属している。

型式 MA-33, PWA-23 (Sony) 

データチャネル数 3 

周波数特性

信号入力

｛言号出力

DC~lOOc/s土1db 

土1V Peak 

土1V Peak 

信号対雑音比

率歪

50db以上

1.5%以下

入カインビーダンス 5kQ以上

零点漂動 1%以下
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使用テープ 計測用 6.25mm,最大 7号

ワウフラッタ

音声チャネル数

8-3 操作

8-3-1 造波運転

形リール

0.2以下

機械室主電動機盤，補機盤および制御増幅器等の電

源投入を行ない，造波板サイドストッパ，駆動レバー

ジャッキ連結ピソを外し，弁類，油庄の正常を確認し

て，高圧リリーフ弁の調整ハソドルを回して低油圧状

態 (50kg/cmりにすれば，運転の準備は完了する。

次に冷却水ボンフ゜，補助油ボソプ，主油ポンプを順

次起動し，油圧を 170kg/c面に設定する。 この時，

油温，油面，弁類等に異常がなければ，操作室内の制

御増幅器によりループゲインおよび波高の設定を行な

ぃ，規則波発生であれば，通常，低周波発信器により

波長の設定を行なう。緩起動時間を選定して，操作盤

上の切換スイッチ，スナップスイッチを，左より順次

操作すれば，操作室あるいは曳引車上より，造波運転

停止を簡単に行なうことができる。

水槽室南端壁の高所には，異常発生時の警鐘付に号

灯があって，造波板起動準備完了では青灯が，準備中

では燈灯が，異常時には警鐘が嗚って赤灯が点灯する

ょうになっている。また，運転時には，造波板の運動

の周期に同期して青灯が点滅し，北端で装慨の運転状

況および周期，波長の確認をすることができる。

8-3-2 組立格納

造波板を組立てた儘放償しておくことは，装置本来

からは望ましいことではあるが，静水中の諸実験で発

生した波の消波効率を著しく低下させるので，造波実

験終了後は，造波板，連結拝および駆動レバーの結合

を解除して造波板を水没させ，連結枠を水槽室南端の

天端上に格納する。造波板は，冷却水ボンプを利用し

て造波板導水部に封水して水没格納する。水没後の造

波板の傾斜は，造波板後方の砕消波ビーチの傾斜と連

統して，消波ビーチとなるよう工夫されている。

連結枠の格納は，補助台車に取付けられた 3個の吊

上機および水槽南部床上の吊上台車 1台により行な

ぃ，再紐立時の芯合せ等の労力を極力取除くように図

った。
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